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年
間
初
数
万
人
が
訪
れ
る
宮
崎
海
岸
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湯
量
豊
富
な
小
川
温
泉
一
元
湯
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企急ピッチで工事が進んでいる北陸自動車道（今年12月開通予定）

hF
現
地
で
色
々
と
倹
約
す
る
委
員

町内の観光資源の活用を目箔し，戸イディ？を

出し合う疋めに発足した 「観光を考える20人委員

会」では， 6月5日と6日の両日，三暖クリーン

ランドを皮切りとして，歴史的に由緒ある瓶山，

演一里嫁，焼関所跡， 20獄万人ガ訪れる宮崎酒岸，

日本憲大級の住居跡不動堂遺跡，棚山台地，そし

て湯量豊富な1J1J1I温泉元湯など，町内観光胞の現

状を見て回りまし定。

三峰グリーンランドや郷山で｜乱各委員から「道

路ガ疾く，観光パスガ通れないJ「管理する人ガ常

駐してい怠いので，使いづらい」「どの観光飽に行

っても売店や自動販売機すら/61,¥J小JII温泉元湧

では「見て回る所もないので，時間つぶしガでき

広いJ Zまと，多くの欠点ガ指縛されました。

各餐寅の指摘どうり，我ガ町には観光の資源ガ

豊富にあり怠ガらも，種々の事情から，生かしさ

れていないのガ実状です。

朝日町！ま平地ガ挟＜，大企業の誘恕I~困費量で，

従来から約9割を占める山岳部を生かすことガ町

発展の課題とされてきましだ。特に若い人の就業

儀会ガ少広い朝日町にとって観光開発は欠くこと

のできない就業の場の創世事業といえます。

昨年の11用から，国鉄泊駅にも特急列車ガl.tま

るよう！こなり，しかも今年の12月からは北陸高速

道路ガ開通することになっています。こうしだ機

会を逃すこと忽く，全町民ガ一体と怠って，若い

人ガ一人でも多く町内に定住できる魅力ある町を

つくりあげようではありませんか。

どう生かす豊富な観光資源
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司
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e広持

、t，店、3ミごと《のたd三一
広
報
あ
さ
ひ
を
い

つ
も
楽
し
み
に
待
っ

て
い
ま
す
。

さ
て
、
私
は

9
年

前
に
老
人
病
で
再
起

で
き
な
い
の
で
は
な

い
か
と
思
う
院
、
弱

リ
切
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
が
あ
リ
ま
す
。

色
々
と
試
み
ま
し
た

が
、
自
岨
術
で
・
花
火

を
取
リ
も
ど
し
ま
し

た
・今

、
主
齢
化
社
会

の
到
米
が
さ
か
ん
に

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
朝
日
町
で

も
自
彊
術
を
取
リ
入
れ
て
も
ら
え
な

い
か
と
、
わ
ね
た
よ
リ
し
ま
し
た
。

自
彊
術
は
、
日
本
最
古
の
健
康
体

操
で
由
主
国
に
3
千
年
前
か
ら
あ
り
ま
す

amA

，．、ど
令い
A

妓
踊
猿
引
術
の
日
本
版
と
も
い
う
べ

か
い

U
勺え－
v

川
a
A

き
麗
史
の
あ
る
術
で
、
貝
原
益
併
の

艶
釦
献
に
も
導
引
を
行
っ
た
と
い
う

記
述
が
出
て
き
ま
す
が
、
ニ
れ
と
同

じ
も
の
で
す
．

指
持
す
る
教
本
．は
全
同
に
捌
ヵ
品
川
一

ぐ
ら
い
あ
り
ま
す
が
、
富
山
県
に
は

時

一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

一

機
会
が
あ
れ
ば
、
一
度
実
伎
を
披

耳

露
申
し
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一

東
京
都
綬
僑
区
幸
町

四
五
番
一

｜
一

O
三

田

村

武

雄
さ
ん

（南
保
健
出
身
）
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みんなの広場は、みなさん

のページです。あなたの弓い

たいこと、あなたのやl'IHJたち

ゃ友人の紹介.frl1 I日lを集めた

いときや傑しもの ・ ~·~りもの

など．どんなことでもけっこ

うです。役場広報係までcL
Eしお寄せ (t.ごさ t、

保険料を滞納した らどう

なリますか。

｜国民年釧厳重⑦｜

問

－
み
ん
な
の
広
揖
＠

滞納しても. 2年lllJ分iま

さかのばって納める、ニと が

できます。例えば． 3 if' IHJ滞納

していて．納めにいったとする

と． 2年l:tlは受け取ってもらえ

ますが，あとの lJ年分Lt.’受け取

ってもらえません．その分は怖

に振る一一つまり納入.llllllllに火

をあけてしまうことになリます。

60ぷまで25年間Ii納められる

計算だったのが24~tBJにな っ て

しまうわけです。保険料は滞納

して 2年過ぎると徴収できない

という法律の決まリかあります。

う4 かり忘れて 2年以上たた

ないよ う注意が肝心です。」E齢
王手f訟を受ける資給条件の lつで

ある「25fドHIJ」というWU:IJがi的たさ

れないと．水の泡になるからて・.－9。

また． 米納.11111111 1! 1 に’I~故浮で

陣－~：：にな っ ても防；I~年金Ii受給

・4・ること Iiマきょせん。fl}:f・Sf.

金も！日lL です。 あとでff~やむニ

とのないように納JUI阪に納める

ことがHF心です。

答

町
全
体
が
寝
た
き
り
青
年
？

5
月
初
日
に
第
一
回
ヤ

ン
グ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
が
聞
か
れ

断
叫
脱
峨
さ
ん
が
実
行
委
日
r
k
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
回
は
、
川
崎
山
さ
ん
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
ま
し
た

自
分
の
仕
事
が
生
命
と
隣
り
合
わ
せ

と
い
・
ヲ
一一

葉
で
表
現
で
き
な
い
、

一

um
の
緊
張
感
の
中
に
激
午
的
な
紡
栄

ヌポット＼
＼ーライト

「ヤングフェスティパルJ実行委員長

一
合

山

さ

ん

は

州

日

町

京

高

山

E

山到
の
幻
様
。
附
初
日
年
3
H門
前
胤
円
本

E

字
削
大
学
薬
学
部
を
卒
業
さ
れ
、
治

一
術
院
、
富
山
労
災
病
院
、
県
立
中
央

一
病
院
で
勤
務
し
た
の
ち
、
昭
和
田
年

Z

5
月
よ
り
野
村
病
院
中
央
検
査
科
に

一
勤
務
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

一
な
ぜ
こ
の
仕
事
を
選
ん
だ
の
か
た

一
ず
ね
る
と

「大
学
を
卒
業
す
る
ま
で

は
医
療
織
に
つ
こ
う
と
は
思
っ
て
い

な
か

っ
た
が
、
薬
剤
師
の
資
絡
が
取

得
で
き
な
か

っ
た
た
め
、
泊
病
院
を

退
職
し
た
時
、
初
め
て
医
療
職
の
厳

し
さ
を
知
っ
た
と
同
時
に
良
さ
師
に

め
ぐ
リ
合
え
た
こ
と
。
さ
ら
に
は泊野球スポーツ少年団

が
で
な
い
魅
力
が
あ
る
と
思
っ
た
か

ら
」
と
の

こ
と
。

ま
た
、
今
固
め
実
行
委
員
長
を
引

き
受
け
た
理
由
を
た
ず
ね
る
と
、
な

か
な
か
経
験
で
き
な
い
こ
と
と
思
い

好
奇
心
旺
盛
な
性
絡
も
手
伝
っ
て
引

き
受
け
た
と
の
こ
と
。
そ
し
て
、
今

向
の
「
ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

に
向
け
て
特
に
訴
え
た
い
ニ
と
を
た

ま
で
、
日
曜
は

8
時
か
ら
日
時
ま
で
、

主
に
泊
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
紙
切

し
て
い
ま
す
。

川
線
刊
明
白
の
目
燃
は
、

①
相
手
の
い
止
場

を
与
え
る
思
い
や
り
②
大
き
な
戸
で

あ
い
さ
つ
が
で
き
る
よ
・
7
に
な
る
こ

と
＠
何
事
に
も
全
力
を
出
し
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
こ
と
④
集
中
力
を
つ
け

る
こ
と
の

4
つ
を
縫
う
こ
と
で
す
ω

練

習

lま

泊
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
間
は
、
前

身
の
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ
時
代
む
い
れ

ま
す
と
、
結
成
以
米
は
年
に
な
リ
ま

す
。
閉
口
は
、
小
学
3
年
生
か
ら
6

年
生
ま
で
印
名
近
く
加
入
し
、
絶
え

ず
仙
燃
料
に
米
て
い
ゐ
め
は
お
名
位
で

す
。
税
化
は
、
約
小
川
十
州
伐
の
生
徒
が

中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
野
球
が

や
り
た
く
て
練
習
に
こ
れ
る
少
年
な

ら
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

練
習
は
、
月
雌
1
金
曜
ま
で
は
毎

朝

5
時
初
分
か
ら
7
時
ま
で
、
土
曜

日
は
午
後
i
時
叩
分
か
ら
4
時
初
分

早
朝

5
時
半
か
ら

さ
て
、

l
年
の
う
ち
に
大
き
な
大

会
が
2
つ
あ
り
ま
す
。
6
バ
は
ん
h
同

学
金
野
球
大
会
川
市
予
選
、

8
川
に
は

ス
ポ
ー
ツ
少
年
間
野
球
大
会
的

2
つ

で
す
。
こ
の
数
年
、
下
新
川
仰
の
代

表
と
し
て
県
大
会
に
出
場
し
て
い
ま

す
が
、
昨
年
、
一
昨
年
と
一

・
二
回

戦
で
敗
退
し
て
い
ま
す
。

K

半
年
も
7
月
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

野
球
大
会
に
向
け
て
精
一
杯
頑
蝦

つ

千舟

圏2

・え江
さ
ん

谷

（
包
歳

・
笹
川
）

--L 

＊勤務先

丸川病院
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ず
ね
る
と

「攻
作
の
初
日
町
は
他
市
…

町
村
を

一
歩
も
ニ
？

u
リ
ー
ド
す
る
…

高
齢
化
社
会
で
あ
り
、
世
代
聞
の
立
日

比
の
相
違
は
大
き
く
、
し
か
も
活
公

…

が
な
く
、

一
人

一
人
は
そ
れ
ぞ
れ
い
白

い
意
見
を
持
っ
て
い

る
が
、
全
体
と
一

し
て
は
眠

っ
て
い
る
よ
う
に
思
・

1

w

つ
ま
り
、
町
全
体
が
寝
た
き
り
背
一

年
で
あ
る
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う

か

こ
と
で
そ
れ
ら
青
年
を
、
起
こ
す
こ
…

と
は
で
き
な
く
て
も
、
片
目
を
聞
け
山

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
も
か
な
わ
一

ぬ
な
ら
ば
、
せ
め
て
ま
ぶ
た
を
ピ
ク
か

ツ
と
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い

…

と
思
っ
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
…

山

…
 

勝山脇

て
い
ま
す
。

針
的
悼
の
好
き
な
人
、
下
手
で
あ
ろ

う
が
（
維
で
も
最
初
は
下
手
で
す
。）

本
当
に
野
球
の
好
き
な
入
、
わ
ね
父
さ

ん
お
母
さ
ん
に

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
」
「
お
や
す
み
な
さ
い
」
を
ハ

y
キ
リ
と
官
一
に
出
し
て
言
え
る
人
の

参
加
を
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

てえ答に

住

民

の
立
一
見
を
間

信

く

こ

と
は
た
い
へ

a
E

ん
良
い
・
』
と
だ
と
感

、こ

寺

心
し
ま
し
た
が
、
「住

ぴ

”

及

川

・
氏
名
を
作
か
な

法

町

い

と

無

効

に

す

る

」

a、

と
は
お
か
し
い
。

H

krーの
山
代
の
山
争
聞
き
た
い
の

山

な
ら
ば
、
何
日
所
、
氏
名
を
川
く
必
必
何

が
な
い
の
で
は
？

…

・

お
答
え
し

ま
す

…

「
や
ま
び
こ
片
岡
」
は
少
し
で
も
…

住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
刊

に
、
建
設
的
で
責
任
の
あ
る
意
且
を
…

住
民
の
皆
同
僚
に
お
願
い
す
る
、
提
言

刊

の
制
度
と
し
て
今
年
度
か
ら
始
め
ま

w

し
た
。

町
と
し
て
も
仰
さ
ん
か
句
寄
せ
…

ら
れ
た
意
見
に
は
此
任
会
も
っ
て
付
叩

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
々
え
て

…

実

「や
ま
び
－

』通
信」

の
記
名
に
つ
い
て

崎

い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
例
人
的
に
お
ぷ

し
を
山
被
う
か
が

っ
た
り
、
あ
る
い

は
、
例
人
的
に
屯
話
や
手
紙
等
で
返

答
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
介
も
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
ど
の
地
区
の
ど
う
い
－
ワ
世

代
的
打
が
、
ど
う
い
う
立
見
を
も
っ

て
お
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
を
犯
似

し
な
が
ら
、

町
政
に
生
か
し
て

い
く

こ
と
も
、
町
政
を
進
め
る
者
の
役

u

と
心
仰
て
お
リ
ま
す
。

わ
り
品
の
－
FL
己川
は
よ
く
刈
解
し
て
わね

り
ま
す
が
、
ニ
の
よ
う
な
ボ
・怖
を
御

姥
解
し
て
い
た
だ
さ
、
今
後
と
もい山

名
式
に
よ
る
泊
日
に
し
て
い
き
た

い

と
々
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
町
づ
く
り

へ
の
徒
、
け
で
し

た
ら
、
ど
ん
な
ニ
と
で
も
総
力
を
あ

げ
て
取
り
組
み
た
い
と
巧
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
大
い
に

「
や
ま
び
こ
通

信
」
を
治
則
し
て
い
た
に
き
た
い
と

忠
い
ま
す
。

3王手前から)L川病院に勤務してい

ます．まだまI！勉強不足でわからな

いことが多L、。本当に熊しいと思い

ます。ニれからは． もっとJ患者さん

の身になって自分で納得のいくよう

な石・.1をしたいと思っています。

でも.n分Ii必っちょこちょいで＼

失敗ばかリ・・・・・・・・・1'.I分でも呆れるほ

ど。

今年は．ぜひ年ターを弾けるよう

になりたL、。以前には少しやってい

ましたカ仁忙しさlこかまけて…・・。

23～251次ぐらいで結帰したL、。不'J.,.

が優柔不断なので．何でもはっきり

Jえる人・…..；芸能人で言う なら時任

三郎みたいな人がいいな・…・。あと

やさしければJうことなし。

＊趣味・ i益楽

音楽鐙賞・ J先，•r. ・ 子五

＊家族織成

l山j級と 3人3択肢

－
み
ん
怠
の
広
場

。広－
v
n
U噌
l
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と

き

前
期

8
月
2
・
3
・
4
日

後
期

8
月

m
－
H
・
ロ
日

午
後
2
時
1
午
後
4
時

と

ろ

制
H
町
営
中
央
プ
｜
ル

対

象

税

（保
没
者
）
と
f
（米
年
度
小

学
校
へ
人
宇
す
る
幼
児
）

申

込

み

朝
日
町
教
育
委
民
会

（

T
E
L
 
2
1
1

1
0
4）
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第28園町民軟式庭球大会

V
団

体

戦

①
r
h
筒
庇

男
子
一
部

男
千
二
部

女
チ

一
部

女
子
二
部

5
0
2
 

－
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
＠

コh
：
に
一
に
コ
に
け
川
は
い
け
訂
以
九
州
州
立
一日
刊
誌
U
W
M
M
M
M

祝

日
ト
よ
見
交
汗

ser－T二
十
州
料
品
川
紛
糾
い

4

1

F
小町
、将
”

r
’

挺

R

M

w
hw
省
内

x
tF
9%
割

IU
4
d
F
ハ%
臼

H
MF
r
awh
hゃ

t一匹
r
mp徐
てt，G
市
臥
市
量

制一£
：
？
J
Yヘ去
り
ト
ト
ゅ
ん
恥
プ
内
T，B
引

n
m
m』
法
嗣
事
柑
例
～

Z
S

3
1
；
混

avf
斗
d
M
F
d
Z

4、川刈
J

右
計
E
C
J
ミ，
E
明
白

n
e去

十

戸

K

H

M

認

寝

民

u
i
a
F
d
a
－

4

W
FX

U，骨
減
辞
任
干
量
一
a，引
制
hF
余
儀
同紛
糾
剣
一会
場
小
川市
叫
玄

i

l

u
鮮

総

M
m
a
v
請

。人

仁

m
U
F
4
f，u
p
d
A

介

4
1タ
ル
い
胃
、

f
，よ
み
参
考
代子
診
学
＆
r
泊
券
也
事
務
ゆ
山田

健
康
な
心
身
と
、
協
・
刀
と
友
約
を
起
し
た
も
の
で
す
。
ζ

の
ス
ポ
ー
ツ

は
ぐ
く
む
こ
と
を
目
的
と
し
て

5
月

少

年

同

の

結

成

は

朝

日
町
で
は
げ
団

幻
日
川
ア
サ
ヒ
ジ
2

ニ

ア

テ

ニ

ス

ス

日

で

、
土
肘
作
治
会
・長

・
治
水
渦
紋

ポ
l
ツ
少
年
間
の
結
凶
式
が
行
わ
れ
併
の
も
と
似
週
木

・
土
時
日
午
後
5

ま
し
た
。
こ
の
少
年
川
は
、
保
育
成
時
加
分
よ
り
町
民
総
合
体
育
館
で
銑
…

年
長
組
か
ら
小
川
下
校
6
年
生
ま
で
の
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

男
以
児
被
n
u
h
で
出
削
成
さ
れ
、
昨
年

の
秋
か
ら
実
質
的
活
動
を
行
っ
て
お

り
ま
し
た
が
関
係
者
の
熱
意
に
よ
り

正
式
に
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
し
て
発

町
u

－

w
ト
＃A
N

－－
，，
1
aE

・E・－

E
叫

車
サ
hi
ゅ

一一…
潮
間
濁
四
時
決

達

、、
刷
工
場

A
4
A

締

切

り

7
月
初
日｛
l
L

5
パ
同
れ
か
ら
参
加
M
チ
l
ム
で

5
・
8
日

．
会

場

総

合

体

育

館

．
チ

1
4
編
成

－
男
子

一
部
職
場
・
職
減
対
抗
予

拓
政
以
上
フ
リ

1
0

常
時
コ
ー
ト
付
二
川

I
t

－

－

r
 

歳
以
上
の
朽
が

2
f

以
上
い
る
こ
と
。

初
必
以
ト
フ
リ

l
。

常
時
コ
ー
ト
内
に
刊

－
期

日

8
月
2
・
3
・
4
・

段
以
ト
の
お
が

2
名

以
上
い
る
こ
と
。

－
選
予
な
れ
M

て
ナ
i
ム
6
名
以
内
。

年
品
開
は
昭
和
回
年
4
月
l
臼
現
校
。

、

－
巾
・
込
み
締
切

7
H月
初
日
山
附

－
抽

選

会

7
月

m
Bゆ
午
後
7

叩

時

半

（総
合
体
育
館
）

』

－
参

加

代

一
チ
ー
ム
湖
円

（隙

3
N
M険
料
）

山中
込
み
、
詳
細
に

つ
い
て
は
教
育

安

μ会
X
は
総
介
体
打
館

、

2 
ff!S 

・’
k
f
l
部

2
部

②

大
家
正
A

第30圃町民卓球大会
①

泊
三
区

V
男
子
団
体
戦②

．
ム
筒
作
一
A

V
女
子
団
体
戦

①

泊
二
区

②

山
崎
A

V
男
子
個
人
戦

二

部
｝
①
居
波
宏
樹

②
米
国
正
克

（二
郎
）①
大
山
山
計

②
古
仏
幸
附
…

V
女
子
個
人
戦

二

郎
）①
必
野
市
仙
，
f

②
作
日
十
桝
川
附
美

｛二
郎
）
①
石
川
明
美

②
山
本
蜘
口
忠
f

：制j隊禁i・
侮
耐
に
入
る
と
、
と
た

ん
に
ジ
メ
ジ
メ
し
て
ム
ン

普
い
天
候
が
絞
き
、
不
快

指
数
が
高
く
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
い
や
な
こ
と
に

は
、
こ
の
時
期
の
適
当
に

高
い
温
度
と
極
度
に
よ
り
、

パ
イ
キ
ン
が
繁
鎚
す
る
時

て
も
あ
り
ま
す
。
食
中
ぷ

に
佐
立
し
ま
し
ょ
う
。

V
個

人

戦
①

杉
本
店
之

四
杉
昭
康
組

①

深
松
隙
卒

深
絵
正
時
組

①

中
川
好
校

笹
川
則
子
組

①

泌
悶
順
チ

瀬川川
路
子
組

月

フ

の

けんこ

ア

食
中
審
と
は
？

食
中
毒
と
は
、

細
菌
や
有
川
口な
物

質
の
付
い
て
い
る
食
品
を
食
べ
て
起

き
る
病
気
で
す
。

主
な
症
状
は
、
吐
気
、

下
痢
、
腹

痛
な
ど
で
す
。

食
中
毒
を
起
こ
し
ゃ
す

い
食
品
は

魚
介
類
、
サ
ラ
ダ
な
ど
の物叶
菜
、
わ
ね

に
vzc
り
な
ど
の
弁
当
矧
で
、
山
払
速
の

好
物
は
食
中
毒
菌
に
と
っ
て
も
好
物

な
の
で
す
。

食
中
奮
を
防
ぐ
に
は
？

①

台
所
を
核
開
吐

・
怒
と
ん
し
、

つ
も
清
潔
に
。

②

ネ
ズ
ミ
、
ハ
エ
、
ゴ
キ
ブ
リ
な

ど
の
敗
除
を
し
ま
し
ょ
う
。

③

指
に
切
仰
向
や
お
で
き
の
あ
る
場

人
H

に
は
、
調
剛山
を
し
な
い
か
、
手

袋
を
付
け
て
調
理
し
ま
し
ょ
う
。

＠

子
を
き
ち
ん
と
洗
い
ま
し
re

－－

⑤

食
品
、
ま
な
似
、
ふ
き
ん
な
ど

は
よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

⑥

食
品
を
口

っ
て
き
た
ら
、
手

5

わ
よ
く
調
理
し
ま
し
ょ
う
。

⑦

調
思
し
た
も
の
は
、
早
〈
食
べ

キ
AFIし

V
4
・ヲ
。

ぷ
川市
γ4tu

n
dc 

熱
戦
を
く
り
広
げ
て
い
た
朝
日
町
朝

間
野
球
大
会
の
決
勝
が
、

6
川
口
口
、

日
東
紡
績
的
工
場
A
チ

l
ム
と
背
柳

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
聞
で
行
わ
れ
、
日

米
紡
績
泊
工
場
A
チ
ー
ム
が
み
ご
と

に
栄
光
の
座
に
練
き
ま
し
た
。

家庭婦人ソフトボール大会

マ
マ
さ
ん
大
ハ
ッ
ス
ル

惜
別

3
回
全
同
家
庭
婦
人
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
富
山
県
大
会
が
、
こ
の
ほ
ど
朗

日
町
民
総
A
H
グ
ラ
ン
ド
で
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
日
頃
、
家
事
や
育
児

に
追
わ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機

会
の
少
な
い
お
母
さ
ん
遥
も
、
ふ
十
回

大
会
を
め
ざ
し
、
泣
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

男
性
顔
ま
け
の
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
を

す
る
な
ど
熱
戦
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
優
勝
し
た
悩
光
フ
ァ
イ
ン

ズ
チ

l
ム

（悩
光
町
）
は
北
信
組
大

会
に
出
場
し
ま
す
。

L、

③

完
全
な
冷
蔵
を
し
、
凶
皮
C
以

下
、
で
き
れ
ば

5
度
C
以
下
に
し

ま
し
ょ
う
。

⑨
生
も
の
は
な
る
だ
け
火
を
通
し

ま
し
ょ
う
。
煮
直
し
は
過
信
し
な

い
よ
う
に
。

⑬

折
り
詰
め
弁
当
を
持
っ
て
出
か

け
る
時
は
、
冷
や
し
た
も
の
を
詰

め
、
通
気
性
の
良
い
物
で
包
み
、

前
一
射
日
光
に
あ
て
た
り
、
パ
ス
の

窓
ガ
ラ
ス
ご
し
の
日
に
当
て
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ど
ん
な
に
細
心
の
注
意
を
し
て
い

て
も
、
絶
対
に
食
中
毒
に
な
ら
な
い

と
い
う
保
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
し
も
食
中
毒
に
な
っ
た
ら
、
少

し
で
も
早
く
お
医
者
さ
ん
に
見
て
も

ら
っ
て
治
娠
を
受
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

の献I 血

4月実施分

境
地
区

水
島
唆
f
、
水
島純明、

宮
崎
地
区

大
浜
消
光
、
水
品
光
久
、

浜
岡
秀
明
、
水
品
苧
夫
、
水
品
久

夫
笹
川
地
区

制
内
失
顕
、
長
井
い
づ

み
、
竹
内
義
明

泊
一
区

阿
郎
慾
子
、
悔
沢
よ
し
子、

水
鳥
和
チ
、
下
山
降
、
げ
い
武
井
裕
生
、

千
悶
義
光
、
八
木
正
則
、
ぬ
端
勉、

湯
島
知
日
山
崎
、
永
井
博
幸
、
越
坂
邦

夫
、
魚
住
百
合
子
、
谷
口
道
子
、

笹
川
秀
子
、
内
山
江
美
子
、
大
谷

端
校
、
浜
閉
山
伴
子

泊
二
区

悔
沢
栄
チ
、
後
秘
好
弘
、

大
菌
兵
美
江
、
山
町
見
刷
工

、
驚
明

宏
、
古
市
三
郎
、
京
崎
ヨ
シ
千
、

尾
山
宰
郎
、
森
野
稔
、
問
中
秀
夫
、

平
木
利
明
、
沌
内
成
典
、
米
田
美

仲
代
、
問
中
・
川氏

f
、
青
木
話
千
、

柳
以
弘
美
、
佐
伯
必
美
チ
、
七
沢

代
紅
、
川
内
川
虎
凶
力
、
似
品
み
え
チ
。

泊
三
区

水
野
弘
、
川
久
保
拓
也
、

谷
口
瓜
行
、
川
蹴
山
氏
理

f
、
川
村

成

f
、
鈴附
r
l
十
美
、
繍
山
三
明
、

一線
問
君
男
、
上
一原

型

、
間
部
敏

降
、平
野
消
彦
、
大
村
精
子
、
平
岡

友
成
、
黒
板
健

一
、
瀬
沼
忠
男
、
平

野
訂
合
子
、
瀬
沼
路
子
、
水
野
登

志
美
、
柳
沢
球
子
、
小
杉
泰
子
、

日
付
口
明
美
、
虫
…
坂
道
，
f

五
箇
庄
地
区

広
岡
崎
岬
雄
、
上
野
山
央

松
、
山
初
典
子
、
沢
閉
品
川
、
南

茂
富
美
子
、上
杉
数
人
、凶
村
敏
鋭
、

山
手
妙
子
、

康
問
俄

一
郎
、
金
沢

品川
、
成
木
陽
正
、
鍛
治
美
食
子
、

殿

森

栄

、
河
内
和
市
忠
、
荒
木

忍
、
数
家
孝
チ
。

南
保
地
区

竹
内
義
彦
、
谷
口
繁

一
、

小
林
光
義
、
川
上
誠
一

、
長
崎
美

知
代
、
川
ム
ロ
ヒ
サ
エ
、
消
水
恵
美

子
、
土
井
優
子
、
勝
原
テ
ツ
子
、

竹
内
ハ
ツ
エ
。

山
崎
地
区

久
我
口
省
進
、
長
沫
邦

明
、
鹿
熊
忠
司
、
市
山川崎
wr寸
、
永

口

了

、
水
野
敏
男
、
背
ぬ
信
子
。

大
家
庄
地
区

中

島

敏

、新
聞
譲
、

山
岡
貞
治
、
高
島
晴
彦
、
井
口
俊

和
、
金
古

窓

、広
川
市川
樹
、
治
水

蒜
美
、
前
川
ぬ
ひ
、

．
れ
井
重
二
、

高
倉
多
加
代
、
坂
口
美
和
子
、
大

邸
判
事
吋
嗣
、
施
時
間
幸
夫
、
長
原
忠
、

指
川
義
明
、
板
ロ
弘
文
、
藤
田
量

司

、

沢

井

弘

チ

（

山
名
）

－
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
＠
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水島近太郎氏
富山県防犯協会長表彰に氏栄井酒

昭和27年以米から．

地区における少年非行

防止と防犯意識の高錫

につくされた功績によ

り．水品近太郎さんが

県防犯協会迎合会から

表彰されま した。

黒束防犯協会から表彰
5月25日に入善讐察署で聞かれた黒

東防犯協会総会におL、て．次の団体及

び個人の方々が表彰されました。

清水賢二氏
富山県町村自民会副会長に

去る. 5月

208富山市に

除いて，富山

県町村議長会

埋事会が開催

され．役員改

選の結果． 当

町議会議長清

水賢ニ氏が副会長に選任されました。

。団体

0大家lt~Jj犯組合金山支部

0 ·：~·；崎校下防犯組合

。個 人

0大森高興 （南保）

t筒井後L'¥:

Lt. 朝日町議

会議員として

25i干の長さ に

わたって在職

し．その問．

議長の要職を

6年間歴任す

るなど．常に民~：を反映しながら町政

発展に寄与された由をも って．6月18

8から開会された昭和58年第 3回朝日

町議会定例会において．議決をもって

表彰されました。

永年勤続強員表彰

6月18日

橘賓氏
富山県町村監査委員

協繊会理事に選任

南保富士登山

南｛示直 i：のi~山を i約吊 し よ うと ． 南

保地区町内会や公民館が中心になって

Jl:1i1j直を核保lしましたが．この日時j似

小学校の 4年生以上が件j保山七のrt山

会を行いました。

‘ 線

天れ
日た
につ

＿＿..♂司 干カ
，すメ

4向 。に
灰
を
ま
ぶ
し
て

.,,...,, 

‘ －・ー

。宮崎 前川日出雄さんより宮崎体協

へ指定寄付 50.000問

。山崎小学校6年．水i::;.i［人. f左rsr-
鶴．水仏事ii司．金子！とさんより小遣

いをtれし合って 1. 760円

。似町 市茂常こさんより亡父広次さ

んの供養のため． ？寄典返しの一吉II

50,000円

。殿町 中山とみさんより亡夫政‘1＜さ

んの｛共事長のため香典返しの一宮I}

100.000円

。山崎 前川日出雄さんより 身体障：念：

者協会へ桁~街付 5.000円

朝日町善意銀行

善意の預託

i、る. 5刈

23日五I山rfiに

おいて．市山

県町村散命i委

u協議会の総

会が開催さtし

その席上で．

当町監査委u
賓氏が理事に選任されました。

6月19日
仮北又小屋が兜成

」ヒ屯の例日小川発’，IJ'.iiJr~t x.ダム主i：設

にflヮて取り壊された－IUレi、民に代わ

ゥて.f反小脳；がんの小村から約 soo;;;,
Filitに，ill，没されました。また.ft山道

つり備も新し く，建設されま した。

5月24日

A. 
5月31日
老人クラブが労力奉仕

朝日町道下．寺田清さんから，亡父

知勝さん（元朝日町消防団劃団長）の

遺志により消防施設の鉱充強化にと

金100万円の寄付がありました。

H:会制111.のためにと次の方々から普

立のfl'［託があ りまし た。

。淀川 込f.l新｛午さんよりチャリティ

による似低令を 160,000円

。m似 似後栄 （さんより交通遺児へ

指定寄付 10.000円

。縦町 山本俊雄さんより亡息子俊一

~んの供養のため否典返しの一部

30,000円

。幸町と＜ ＊＇さんより 1.000円

。山山々 七沢｛創刊さん より亡母くささ

んの供養のため脊典返しの一部

100,000円

の備

このH’r後から．約JOOp，の.t人クラ

ブ只が!tまリ．泊州院がjの除1;0:作業・ゃ

老人fi'M1lセン ターの芝’uよ場への砂ま

5 など．労力奉仕をn·~ 、ました。

6月3日
食生活推進協崎会が野外学習

食生活改善推進協議会＇j:. 会uの自

覚 と交流を深めるため．三峰グリーン

ランドで約70名カf参｝JIJして聖f外’字営を

行いました。

必天候で角刊号がi蛍ilfニ“天然ワカ メH

絞り Ii, 24 l:lの日の出とと むに行われ

ました。

i1!1 I ！；.＇；や il:W.倣 i~J.11 など思い思いの

場所に約 2001Qのノl、Iii・カ1-・l'iにこぎIH

I_ .水絞をのぞきながら. L ~ ~ 、正I］’）ザ

オをj:ii1／ワカメをt:PfllL.’I: tili 9時ヒ（｛

lニ：j:iflf.J;i(ニ｛Jiu fさil iました。

ihi:I；：では’ぶ政カq年九叉・け．は勺たば

かり のワ カメ｛ニl火さとまぶし.ihj:J；＇.にλJ

ti r-しにしましfニ。ニグ） LI I！か リ1;t.・::・;

崎小’下校も午前中が休校で． (f共たち

も似てJ't.っ禦になりながら子｛ぶってい

ました。今年Ii水温がi窃かったのて＼

ワカメの繁殖が悉く．ニの日と29自の

2 !•JI て’終わり ． 収＿：，u.t例年の約4分の

lしカ、なカ‘ったとグ〉ことてρ した。

宮崎でワカメ採り
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

夏
休
み
の
深
魁
図
書
の
コ
ー
ナ

ー
が
で
き
ま
し
た
。
学
年
別
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
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児
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年
｛
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）
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（
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年
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行
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に
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本
が
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か
ら
な
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と
き
参
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に
し
て
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い
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・
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う
／
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、
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ら
し
い
本

ん
L
刊
を

産業5j1J就業者数の推移

思 ー・y<jy 

第一次産車 1163%1 Z26% 
61 1%(7 .650人） :2.037人）12 8日4／＼ ι

〆E

- －－〆

砲初5持 117•%! •O 1% I 叫 b%
0.763人） (4.077人＞ I C• . 321人J

昭初30年
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．
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叱
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作
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ト
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向
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刷
の
動
物

刷
、
旅
し
ぱ
い
の
く
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こ
ろ
他
｝

従業市町村別就業者数（ll(j利soi手｜時刻｝

厚紙市
29 ；；~. 

「統計あさひ」より

昭和55.i'干の［.Ej勢調作における制Ii

町の15必以l：就業行・数 （10.161人）

を産業・別にみると．第一次席~ （ 農

林漁業等）就業朽ti全体の17.4%.

第二次産業・（鉱業．往，i!.l:~. 製造業

等）就業肴li40.1%. 第三次i可：~ （ .3'11 ・

小売業＼念日生・｛保険. ；主愉．サー ビ

ス~.公続可，）就業 fi·tJ.42 . 5% を，1;

めています 。

これをi位Lとltf.土してみると．農

作業の機械化がj並ん ！~ことによる農

家の余剰労働力カイ也1！？；~へilit~}J した

ことや滑イI＇労f~~ れであ勺た婦人！併が

会社やJ：劫ち：に就労ーしたニとなどを

裂l刈として．ザ~－ －；大1ヰ：総統業；lflj｛；－が

減少しあtけ • II｛｛千11:m年の60.l ~oから

25年後のII｛｛初日年に｛主主’）3分の lに

なってし まいました。

なJ五．初l1:1 IBf に治• fi:：する枕~J守lま
II{{ fll50勾三て・J0.076人.＇：： ~· 勺ていま

そのう tう2.363人｛立..'.f.l: ；~1; diペJ人汽．倒r 
など岡I外・，fj悶「村て“＋主r:;していまし f」内

人削！ I富山市 島，：11111:.1
2• 3°<> I n o•o 16 7°ol日｜

県内他市町村への就業人口内訳

納臼町内てf正聾
76 5%17.713人｝
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昨
一
川
小
学
校
で
は
、

6
月
初
日
に

全
校
生
徒
お
れ
の
休
明
測
定
を
行
い

ま
し
た

き
て
、
体
吊
が
急
激
に
会
化
し
た

州
場
合
、
総
康
状
態
に
間
組
の
あ
る
こ

と
が
多
い
も
の
で
す
ら
ル
件
示
一は
健
康

の
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
で
す
・
ハ
に
一

段
ぐ
ら
い
は
体
示
。を
測
り
ま
し
ょ
・

1
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た
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ふ
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す
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、
は
、
い
い川山川爪

心
臓
山
刊
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似
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に
も
な
リ
ま
す
か
・
り

泡
昨
は
な
巡
動
と
正
し
い
食
牛
川
に
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。
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供
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時
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な
制
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が
な
い
た
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色
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な
成
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に
か
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り
れ
が
ち
で

す
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昨
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、
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非
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な
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